
(57)【要約】

少なくとも１つの還元剤供給装置（３）と、触媒コンバ

ータ（４）と、フィルタ要素（５）と、排気ガス管（６

）とを備え、自動車用内燃機関（２）の排気ガスの有害

物質を転換するための排気ガス浄化装置（１）において

、還元剤供給装置（３）がフィルタ要素（５）の前で排

気ガス管（６）に接続され、触媒コンバータ（４）が排

気ガスの流れ方向（７）においてフィルタ要素（５）の

後に接続されていることを特徴とする。さらに、排気ガ

ス浄化用の他の構成要素（混合器、前置触媒コンバータ

、加熱要素など）の有利な統合方式が提案される。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 少 な く と も １ つ の 還 元 剤 供 給 装 置 （ ３ ） と 、 触 媒 コ ン バ ー タ （ ４ ） と 、 フ ィ ル タ 要 素 （
５ ） と 、 排 気 ガ ス 管 （ ６ ） と を 備 え 、 自 動 車 用 内 燃 機 関 （ ２ ） の 排 気 ガ ス の 有 害 物 質 を 転
換 す る た め の 排 気 ガ ス 浄 化 装 置 （ １ ） に お い て 、 還 元 剤 供 給 装 置 （ ３ ） が フ ィ ル タ 要 素 （
５ ） の 前 で 排 気 ガ ス 管 （ ６ ） に 接 続 さ れ 、 触 媒 コ ン バ ー タ （ ４ ） が 排 気 ガ ス の 流 れ 方 向 （
７ ） に お い て フ ィ ル タ 要 素 （ ５ ） の 後 に 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 排 気 ガ ス 浄 化 装
置 （ １ ） 。
【 請 求 項 ２ 】
　 還 元 剤 供 給 装 置 （ ３ ） が 固 形 尿 素 を 排 気 ガ ス 管 （ ６ ） に 入 れ る た め の 搬 送 装 置 で あ る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 排 気 ガ ス 浄 化 装 置 （ １ ） 。
【 請 求 項 ３ 】
　 フ ィ ル タ 要 素 （ ５ ） が 複 数 の 円 板 状 の 金 属 ハ ニ カ ム 体 （ ８ ） を 含 ん で い る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 排 気 ガ ス 浄 化 装 置 （ １ ） 。
【 請 求 項 ４ 】
　 金 属 ハ ニ カ ム 体 （ ８ ） が 少 な く と も 部 分 的 に 構 造 化 さ れ た 薄 板 （ ９ ） を 備 え 、 そ の 薄 板
（ ９ ） が 少 な く と も 部 分 的 に ミ ク ロ 構 造 （ １ ０ ） を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３
記 載 の 排 気 ガ ス 浄 化 装 置 （ １ ） 。
【 請 求 項 ５ 】
　 フ ィ ル タ 要 素 （ ５ ） が 金 属 で あ り 被 覆 さ れ て い な い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ４ の
１ つ に 記 載 の 排 気 ガ ス 浄 化 装 置 （ １ ） 。
【 請 求 項 ６ 】
　 排 気 ガ ス の 流 れ 方 向 （ ７ ） に お い て フ ィ ル タ 要 素 （ ５ ） の 上 流 お よ び ／ ま た は 下 流 に 少
な く と も １ つ の 混 合 器 （ １ １ ） が 配 置 さ れ 、 こ の 混 合 器 （ １ １ ） が 還 元 剤 供 給 装 置 （ ３ ）
の 下 流 に 置 か れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ５ の １ つ に 記 載 の 排 気 ガ ス 浄 化 装 置
（ １ ） 。
【 請 求 項 ７ 】
　 少 な く と も １ つ の 混 合 器 （ １ １ ） が 耐 熱 材 料 か ら 成 り 、 被 覆 さ れ て い な い こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 ６ 記 載 の 排 気 ガ ス 浄 化 装 置 （ １ ） 。
【 請 求 項 ８ 】
　 少 な く と も １ つ の 混 合 器 （ １ １ ） が 耐 熱 材 料 か ら 成 り 、 加 水 分 解 を 促 進 す る 被 覆 （ １ ２
） を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 記 載 の 排 気 ガ ス 浄 化 装 置 （ １ ） 。
【 請 求 項 ９ 】
　 少 な く と も １ つ の 混 合 器 （ １ １ ） が 耐 熱 材 料 か ら 成 り 、 選 択 触 媒 反 応 （ Ｓ Ｃ Ｒ ） に 適 し
た 被 覆 （ １ ２ ） を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 記 載 の 排 気 ガ ス 浄 化 装 置 （ １ ） 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 少 な く と も １ つ の 混 合 器 （ １ １ ） が 少 な く と も 部 分 的 に 構 造 化 さ れ た 薄 板 （ ９ ） を 有 し
、 こ の 薄 板 （ ９ ） は 排 気 ガ ス が 貫 流 で き る 開 い た 通 路 （ １ ３ ） を 形 成 す る よ う に 配 置 さ れ
て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 乃 至 ９ の １ つ に 記 載 の 排 気 ガ ス 浄 化 装 置 （ １ ） 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 還 元 剤 供 給 装 置 （ ３ ） の 上 流 に 加 熱 要 素 （ １ ４ ） が 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ 乃 至 ９ の １ つ に 記 載 の 排 気 ガ ス 浄 化 装 置 （ １ ） 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 触 媒 コ ン バ ー タ （ ４ ） が 少 な く と も １ つ の 円 錐 状 ハ ニ カ ム 構 造 物 （ １ ５ ） を 有 し て い る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 １ １ の １ つ に 記 載 の 排 気 ガ ス 浄 化 装 置 （ １ ） 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 還 元 剤 供 給 装 置 （ ３ ） の 上 流 に 排 気 ガ ス の 酸 化 を 促 進 す る 触 媒 担 体 （ １ ６ ） が 配 置 さ れ
、 こ の 触 媒 担 体 （ １ ６ ） の 後 に 加 熱 要 素 （ １ ４ ） が 接 続 さ れ 、 こ の 加 熱 要 素 （ １ ４ ） が 触
媒 担 体 （ １ ６ ） と 共 に １ つ の 構 造 ユ ニ ッ ト を 形 成 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至
１ ２ の １ つ に 記 載 の 排 気 ガ ス 浄 化 装 置 （ １ ） 。

10

20

30

40

50

(2) JP 2006-507445 A 2006.3.2



【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 自 動 車 用 内 燃 機 関 の 排 気 ガ ス の 有 害 物 質 を 転 換 す る た め の 排 気 ガ ス 浄 化 装 置
に 関 す る 。 こ の 排 気 ガ ス 浄 化 装 置 は 少 な く と も １ つ の 還 元 剤 供 給 装 置 と 少 な く と も １ つ の
触 媒 コ ン バ ー タ と 少 な く と も １ つ の フ ィ ル タ 要 素 と を 備 え た 少 な く と も １ つ の 排 気 ガ ス 管
を 有 し て い る 。 そ の よ う な 排 気 ガ ス 浄 化 装 置 は 特 に 自 動 車 分 野 に お け る デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ
ン か ら の 排 気 ガ ス を 浄 化 す る た め に 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 内 燃 機 関 （ 例 え ば デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン お よ び オ ッ ト ー エ ン ジ ン ） に お け る 炭 化 水 素 の 燃
焼 時 に 、 主 燃 焼 生 成 物 で あ る 二 酸 化 炭 素 お よ び 水 蒸 気 の ほ か に 、 一 部 望 ま し く な い 副 生 成
物 も 発 生 す る 。 そ れ は 特 に す す 粒 子 お よ び 窒 素 酸 化 物 で あ る 。 窒 素 酸 化 物 の 分 量 は 燃 焼 の
プ ロ セ ス 指 令 （ 温 度 、 タ イ ミ ン グ な ど ） の ほ か に 燃 焼 混 合 気 の 空 燃 比 に も 左 右 さ れ る 。 空
気 過 少 （ 濃 い 混 合 気 ） の 場 合 、 排 気 ガ ス は 比 較 的 多 く の 二 酸 化 炭 素 お よ び 炭 化 水 素 を 含 み
、 空 気 過 剰 （ 薄 い 混 合 気 ） の 場 合 、 二 酸 化 炭 素 お よ び 炭 化 水 素 が ほ と ん ど 完 全 に 酸 化 さ れ
る 。 排 気 ガ ス 内 で の 窒 素 酸 化 物 の 含 有 量 は 、 僅 か に 薄 い 混 合 気 組 成 の 範 囲 に お い て 最 大 に
な る 。 し か し こ の 範 囲 に 内 燃 機 関 、 特 に オ ッ ト ー エ ン ジ ン に お い て も 最 良 の 比 燃 料 消 費 が
位 置 し て い る 。 即 ち 特 に オ ッ ト ー エ ン ジ ン が 最 良 の 低 い 燃 料 消 費 に 設 定 さ れ て い る と き 、
排 気 ガ ス 内 に 高 い Ｎ Ｏ ｘ 濃 度 も 存 在 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 内 燃 機 関 の 排 気 ガ ス 内 の Ｎ Ｏ ｘ 含 有 量 を 低 減 す る た め に 、 例 え ば 欧 州 特 許 出 願 公 開 第 ０
４ ８ ７ ８ ８ ６ 号 明 細 書 に よ っ て 、 尿 素 と 還 元 触 媒 と を 利 用 し た 酸 素 含 有 排 気 ガ ス 内 の 選 択
触 媒 Ｎ Ｏ ｘ 還 元 法 （ Ｓ Ｃ Ｒ =Selective Catalytic Reduction） が 知 ら れ て い る 。 尿 素 は 触
媒 コ ン バ ー タ で あ る 還 元 触 媒 に 接 触 す る 前 に 、 量 的 に ア ン モ ニ ア お よ び 二 酸 化 炭 素 の 形 に
加 水 分 解 さ れ る 。 尿 素 の 利 用 は 、 自 動 車 へ の ア ン モ ニ ア の 搭 載 お よ び 安 全 処 置 を 必 要 と す
る タ ン ク で の ア ン モ ニ ア の 用 意 が 回 避 さ れ る と い う 利 点 を 有 す る 。 還 元 剤 と し て 尿 素 を 利
用 す る 場 合 、 触 媒 コ ン バ ー タ の 上 流 で 尿 素 を 直 接 噴 射 し た 際 、 望 ま し く な い 反 応 生 成 物 が
生 ず る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 問 題 を 解 消 す る た め に 、 独 国 特 許 出 願 公 開 第 ４ ２ ０ ３ ８ ０ ７ 号 明 細 書 で 、 窒 素 酸 化
物 の 触 媒 還 元 装 置 が 提 案 さ れ て い る 。 そ の 装 置 は 、 触 媒 コ ン バ ー タ と 、 こ の 触 媒 コ ン バ ー
タ の 前 に 配 置 さ れ た 気 化 器 に 液 体 尿 素 を 細 か く 噴 射 す る 供 給 装 置 と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ の 気 化 器 は 流 れ 混 合 器 の 形 に 形 成 さ れ 、 こ れ に よ っ て 尿 素 の 分 解 効 率 が 高 め ら れ る よ
う に さ れ て い る 。 流 れ 混 合 器 と し て 形 成 さ れ 以 下 に お い て 「 混 合 器 」 と 呼 ば れ る 気 化 器 は
、 独 国 特 許 出 願 公 開 第 ４ ２ ０ ３ ８ ０ ７ 号 明 細 書 に 基 づ い て 好 適 に 、 混 合 器 の 内 部 に 渦 流 並
び に 半 径 方 向 お よ び ／ ま た は 接 線 方 向 の 流 れ 成 分 が 惹 き 起 こ さ れ 、 こ れ に よ っ て 排 気 ガ ス
か ら 尿 素 溶 液 へ の 熱 伝 達 が で き る だ け 速 や か に 申 し 分 な く 実 行 さ れ る よ う に 形 成 さ れ て い
る 。 さ ら に 、 尿 素 溶 液 並 び に そ れ か ら 生 ず る 気 体 が 、 混 合 器 お よ び そ の 混 合 器 の 後 ろ に 配
置 さ れ た 加 水 分 解 コ ン バ ー タ の 横 断 面 全 体 に わ た っ て 比 較 的 一 様 に 分 配 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 特 に デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン の 場 合 、 窒 素 酸 化 物 の 転 換 の ほ か に 、 粒 子 放 出 量 の 減 少 も 前 提
と し て 存 在 す る 。 こ の た め に 、 異 な っ た 構 想 の 多 く の 粒 子 ト ラ ッ プ が 知 ら れ 、 そ れ ら の 粒
子 ト ラ ッ プ は 連 続 再 生 方 式 （ Ｃ Ｒ Ｔ =Continuous Regeneration Trap） あ る い は 不 連 続 再
生 方 式 で 再 生 さ れ る 。 添 加 剤 お よ び 特 殊 被 覆 に よ る 化 学 的 相 互 作 用 に 加 え て 、 排 気 ガ ス 浄
化 装 置 内 に お け る フ ィ ル タ 要 素 の 確 実 な 再 生 が 常 に 問 題 と な る 。 貫 流 す べ き 通 路 壁 に お け
る 微 粒 子 の 堆 積 増 加 が 、 粒 子 ト ラ ッ プ の 前 に お け る 排 気 ガ ス の 動 圧 を 次 第 に 高 め 、 エ ン ジ
ン 出 力 に 不 利 に 作 用 す る の で 、 粒 子 ト ラ ッ プ の 再 生 が 必 要 と さ れ る 。 そ の 再 生 は 、 例 え ば
粒 子 ト ラ ッ プ な い し は そ の 中 に 集 め ら れ た 粒 子 を 、 す す 粒 子 が 気 体 成 分 に 転 換 さ れ る よ う
に 、 間 欠 的 に 瞬 時 に 加 熱 す る 過 程 を 含 ん で い る 。 も っ と も そ れ に よ る 粒 子 ト ラ ッ プ の 大 き
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な 熱 的 負 荷 は そ の 寿 命 に 不 利 に 作 用 す る 。 損 耗 を 比 較 的 速 め る こ の 不 連 続 式 加 熱 再 生 方 式
を 回 避 す る た め に 、 連 続 再 生 方 式 （ Ｃ Ｒ Ｔ ） が 開 発 さ れ て い る 。 そ の 方 式 に お い て 、 粒 子
は ２ ０ ０ ℃ よ り 高 い 温 度 で Ｎ Ｏ 2 に よ る 酸 化 に よ っ て 燃 焼 さ れ る 。 こ の た め に 必 要 な Ｎ Ｏ 2

は 例 え ば 粒 子 ト ラ ッ プ の 上 流 に 配 置 さ れ た 酸 化 触 媒 コ ン バ ー タ に よ っ て 発 生 さ れ る 。 し か
し こ れ を 正 に デ ィ ー ゼ ル 燃 料 の 自 動 車 に 利 用 す る 場 合 、 通 常 は 空 気 過 剰 で あ る の で 、 所 望
の 二 酸 化 窒 素 （ Ｎ Ｏ 2 ） に 転 換 さ れ る た め に 不 十 分 な 量 の 一 酸 化 窒 素 （ Ｎ Ｏ ） し か 排 気 ガ
ス 内 に 存 在 し な い と い う 問 題 が あ る 。 そ の た め に 従 来 、 排 気 ガ ス 浄 化 装 置 に お い て 粒 子 ト
ラ ッ プ の 連 続 再 生 が 行 わ れ る こ と が 保 証 さ れ な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 述 の 点 か ら 出 発 し て 本 発 明 の 課 題 は 、 単 純 に 構 成 さ れ 、 窒 素 酸 化 物 お よ び 粒 子 の 放 出
量 が 効 果 的 に 減 少 さ れ る 自 動 車 用 内 燃 機 関 の 排 気 ガ ス 内 の 有 害 物 質 を 転 換 す る た め の 排 気
ガ ス 浄 化 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 課 題 は 請 求 項 １ に 記 載 の 特 徴 を 有 す る 排 気 ガ ス 浄 化 装 置 に よ っ て 解 決 さ れ る 。 本 発
明 に 基 づ く 排 気 ガ ス 浄 化 装 置 の 有 利 な 実 施 態 様 は 従 属 請 求 項 に 記 載 さ れ て い る 。 こ れ ら の
実 施 態 様 は 、 有 害 物 質 の 減 少 を 一 層 向 上 す る た め に 、 個 々 に あ る い は 相 互 に 組 み 合 わ せ て
排 気 ガ ス 浄 化 装 置 に 組 み 入 れ ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に 基 づ く 排 気 ガ ス 浄 化 装 置 は 、 還 元 剤 供 給 装 置 が フ ィ ル タ 要 素 の 前 で 排 気 ガ ス 管
に 接 続 さ れ 、 触 媒 コ ン バ ー タ が 排 気 ガ ス の 流 れ 方 向 に お い て フ ィ ル タ 要 素 の 後 に 接 続 さ れ
て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。 触 媒 コ ン バ ー タ は 、 好 適 に は 、 選 択 触 媒 反 応 を 促 進 す る 触
媒 活 性 被 覆 （ Ｓ Ｃ Ｒ 触 媒 、 例 え ば 五 酸 化 バ ナ ジ ウ ム ） を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 公 知 の 多 く の 排 気 ガ ス 浄 化 装 置 は 排 気 ガ ス 内 の 有 害 物 質 を 転 換 す る た め に 種 々 の 多 く の
構 成 要 素 を 使 用 し て い る が 、 こ れ に 対 し て 、 本 発 明 に 基 づ く 排 気 ガ ス 浄 化 装 置 に よ れ ば 、
そ の 内 部 に ３ つ の 構 成 要 素 し か 存 在 し な い 単 純 な 構 成 に よ っ て 、 有 害 物 質 の 転 換 に 関 し て
意 外 に 良 好 な 結 果 が 得 ら れ る 。 こ れ は 技 術 的 経 費 の か か る 多 く の 実 験 で 確 認 さ れ て い る 。
本 発 明 に 基 づ く 排 気 ガ ス 浄 化 装 置 の 意 外 に 良 好 な 効 果 は 、 （ 特 に 片 側 が 閉 じ ら れ た 通 路 を
備 え た ） フ ィ ル タ 要 素 の 前 で 早 く も 、 添 加 さ れ た 還 元 剤 が 良 好 に 分 配 さ れ る よ う な 乱 流 を
惹 き 起 こ す 動 圧 が 生 ず る こ と に 起 因 し て い る 。 比 較 実 験 の 結 果 、 有 害 物 質 を 転 換 す る た め
の 他 の 構 成 要 素 （ 例 え ば 触 媒 体 、 吸 収 体 な ど ） は 僅 か な 動 圧 し か 惹 き 起 こ さ ず 、 こ の た め
に 、 そ こ で は 同 じ よ う に 良 好 な 結 果 が 得 ら れ な い こ と が 分 か っ て い る 。 追 加 的 に 混 合 器 を
使 用 す る だ け で 排 気 ガ ス 内 に お い て 還 元 剤 の 同 様 に 良 好 な 分 配 が 得 ら れ る 。 も っ と も そ の
混 合 器 は 唯 一 の 機 能 つ ま り 還 元 剤 の 分 配 作 用 し か 有 し て い な い 。 こ れ に 対 し て 、 フ ィ ル タ
要 素 は 、 排 気 ガ ス 内 に 含 ま れ る （ 例 え ば す す （ 煤 ） 、 硫 酸 塩 な ど の よ う な ） 浮 動 微 粒 子 を
捕 捉 な い し は 転 換 す る 責 務 を も 果 た す 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に 基 づ く 排 気 ガ ス 浄 化 装 置 の 他 の 実 施 態 様 に お い て 、 還 元 剤 供 給 装 置 は 固 形 尿 素
を 排 気 ガ ス 管 に 入 れ る た め の 搬 送 装 置 で あ る 。 こ れ は 、 液 状 お よ び ／ ま た は ガ ス 状 尿 素 が
ノ ズ ル あ る い は 弁 に よ っ て 入 れ ら れ る の で は な く 、 固 形 尿 素 か ら 成 る 粒 子 が 排 気 ガ ス 流 に
上 流 で 即 ち フ ィ ル タ 要 素 の 前 で 添 加 さ れ る こ と を 意 味 す る 。 尿 素 粒 子 は 好 適 に は ０ ． １ ｍ
ｍ ～ １ ． ３ ｍ ｍ の 大 き さ を 有 し 、 フ ィ ル タ 要 素 の 前 の 比 較 的 近 く で （ 例 え ば ３ ０ ｃ ｍ 以 上
、 特 に １ ０ ｃ ｍ 以 上 離 れ ず に ） 排 気 ガ ス 流 と 接 触 さ れ る 。 フ ィ ル タ 要 素 の 前 に 形 成 さ れ た
動 圧 な い し は そ こ に 存 在 す る 乱 流 の 結 果 、 尿 素 粒 子 の 分 配 が 生 ず る 。 し か も 追 加 的 に 、 尿
素 粒 子 が フ ィ ル タ 要 素 の 部 分 範 囲 に 付 着 な い し は 沈 着 す る 効 果 が 生 ず る 。 そ の 結 果 、 尿 素
粒 子 お よ び 除 去 す べ き 粒 子 は （ 正 に こ れ ら が ほ ぼ 同 じ 粒 子 サ イ ズ を 有 す る 場 合 ） 、 フ ィ ル
タ 要 素 の 同 じ 空 洞 内 な い し は 同 じ 表 面 に 付 着 し 、 こ れ に よ っ て 、 例 え ば す す 粒 子 を 転 換 す
る た め の 特 に 良 好 な 前 提 が 作 ら れ る 。 フ ィ ル タ 要 素 が Ｓ Ｃ Ｒ 触 媒 層 で 被 覆 さ れ て い る と 特
に 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
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　 フ ィ ル タ 要 素 が 複 数 の 円 板 状 の 特 に 金 属 ハ ニ カ ム 体 を 有 し て い る と 特 に 有 利 で あ る 。 そ
の 円 板 形 状 は 、 ハ ニ カ ム 体 の 軸 方 向 長 が そ の 直 径 よ り か な り 小 さ い こ と に よ り 生 ず る 。 複
数 （ 特 に ３ ～ ６ 枚 ） の 円 板 状 ハ ニ カ ム 体 を 排 気 ガ ス の 流 れ 方 向 に 連 続 的 に 配 置 す る こ と に
よ っ て 、 ハ ニ カ ム 体 間 に 隙 間 が 形 成 さ れ 、 そ れ ら の 隙 間 が 排 気 ガ ス 流 の 乱 流 発 生 に 関 し て
積 極 的 に 作 用 す る 。 な お こ の 点 に つ い て 、 ハ ニ カ ム 体 の 内 部 に お け る 比 較 的 短 い 流 れ 経 路
後 （ 約 ２ ｃ ｍ 流 れ た 後 ） に ほ ぼ 層 流 が 生 ず る こ と に 注 目 さ れ た い 。 そ れ と は 逆 に 、 う ず 流
に 対 し て 、 特 に ハ ニ カ ム 体 へ の 排 気 ガ ス の 流 入 （ な い し は そ の 前 に 生 ず る 動 圧 ） 、 お よ び
排 気 ガ ス 出 口 側 の 縁 で 層 流 が 再 び 剥 が れ る の で 流 路 か ら の 排 気 ガ ス の 流 出 が 重 要 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の フ ィ ル タ 要 素 の 有 利 な 実 施 態 様 に お い て 、 少 な く と も １ つ の 金 属 ハ ニ カ ム 体 が 少 な
く と も 部 分 的 に 構 造 化 さ れ た 薄 板 を 備 え 、 そ の 薄 板 が 少 な く と も 部 分 的 に ミ ク ロ 構 造 を 有
し て い る 。 即 ち こ の ミ ク ロ 構 造 に よ っ て 、 ハ ニ カ ム 体 の 内 部 に お い て な い し は 通 路 の 軸 方
向 長 に わ た っ て 層 流 が 生 ず る こ と を 防 止 す る よ う に さ れ て い る 。 こ こ で ミ ク ロ 構 造 と は 、
例 え ば 隆 起 部 、 開 口 、 羽 根 、 流 れ 案 内 面 、 突 起 、 剥 ぎ 取 り 縁 な ど を 意 味 す る 。 ミ ク ロ 構 造
は 特 に 、 こ れ が 通 路 直 径 に 比 べ て 小 さ く 、 特 に 通 路 横 断 面 積 の ６ ０ ％ 以 下 し か 占 め な い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 フ ィ ル タ 要 素 が 金 属 で あ り 被 覆 さ れ て い な い と 特 に 有 利 で あ る 。 フ ィ ル タ 要 素 は 流 路 内
に 、 好 適 に 渦 流 領 域 、 沈 静 領 域 お よ び ／ ま た は 死 領 域 を 発 生 す る 構 造 を 有 し て い る 。 こ の
構 造 は フ ィ ル タ 要 素 が 開 い て い る よ う に 形 成 さ れ ね ば な ら な い 。 フ ィ ル タ 要 素 は 、 こ の フ
ィ ル タ 要 素 を 基 本 的 に 粒 子 が 完 全 に 通 過 で き 、 詳 し く は 、 本 来 除 去 す べ き 粒 子 よ り 大 き な
粒 子 も 通 過 で き る と き 、 「 開 放 形 」 と 呼 ば れ る 。 こ れ に よ っ て 、 そ の よ う な フ ィ ル タ 要 素
自 体 は 、 運 転 中 に た と え 粒 子 が 凝 集 し て も 閉 塞 さ れ な い 。 フ ィ ル タ 要 素 の 「 開 放 度 」 の 適
当 な 測 定 方 法 は 、 例 え ば 、 ど ん な 直 径 の 球 状 粒 子 ま で そ の フ ィ ル タ を 流 動 で き る か を 検 査
す る こ と に あ る 。 こ こ で の 用 途 の 場 合 、 特 に 直 径 が ０ ． １ ｍ ｍ で あ る か そ れ よ り 大 き い 球
が な お 通 過 で き る と き 、 好 適 に ０ ． ２ ｍ ｍ よ り 大 き な 直 径 の 粒 子 が 通 過 で き る と き 、 フ ィ
ル タ は 「 開 い て い る 」 。 こ れ は 、 （ 片 側 が 交 互 に 閉 鎖 さ れ た 通 路 を 備 え た ） 従 来 の フ ィ ル
タ 装 置 の よ う な 閉 塞 さ れ な い フ ィ ル タ 要 素 を 簡 単 に 製 造 で き 容 易 に 再 生 で き る と い う 利 点
を 有 す る 。 そ の よ う な 「 開 放 形 」 フ ィ ル タ 要 素 は 、 例 え ば 独 国 実 用 新 案 第 ２ ０ １ １ ７ ８ ７
３ 号 明 細 書 、 独 国 実 用 新 案 第 ２ ０ １ １ ７ ６ ５ ９ 号 明 細 書 、 国 際 公 開 第 ０ ２ ／ ０ ０ ３ ２ ６ 号
パ ン フ レ ッ ト 、 国 際 公 開 第 ０ １ ／ ９ ２ ６ ９ ２ 号 パ ン フ レ ッ ト 、 国 際 公 開 第 ０ １ ／ ８ ０ ９ ７
８ 号 パ ン フ レ ッ ト で 知 ら れ て い る 。 こ れ ら の 明 細 書 の 開 示 内 容 は 従 っ て 本 発 明 の 明 細 書 の
対 象 に 完 全 に 組 み 入 れ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 そ れ で も 事 情 に よ っ て は 、 所 定 の 用 途 分 野 に お い て 還 元 剤 の 追 加 的 な 微 細 分 布 を 保 証 す
る こ と が 必 要 と さ れ る 。 こ の た め に 、 排 気 ガ ス の 流 れ 方 向 に お い て フ ィ ル タ 要 素 の 上 流 お
よ び ／ ま た は 下 流 に 少 な く と も １ つ の 混 合 器 が 配 置 さ れ 、 こ の 混 合 器 が 好 適 に 還 元 剤 供 給
装 置 の 下 流 に 置 か れ て い る こ と が 提 案 さ れ る 。 混 合 器 が 還 元 剤 供 給 装 置 の 前 つ ま り 上 流 に
配 置 さ れ て い る 結 果 、 還 元 剤 供 給 装 置 に 導 入 さ れ た 排 気 ガ ス は 渦 巻 き に さ れ る 。 （ 固 形 、
液 状 お よ び ／ ま た は ガ ス 状 ） 還 元 剤 を 導 入 す る と 、 直 ち に そ の 渦 巻 き が 発 生 し 、 排 気 ガ ス
と の 比 較 的 良 好 な 混 合 が 行 わ れ る 。 他 の 場 合 、 混 合 器 が フ ィ ル タ 要 素 の 後 に 接 続 さ れ 、 こ
の 混 合 器 は フ ィ ル タ 要 素 に よ る 予 混 合 の た め に か な り 短 く お よ び ／ ま た は 小 さ な 容 積 で 形
成 で き る 。 後 者 の 形 態 は 例 え ば Ｓ Ｃ Ｒ 触 媒 コ ン バ ー タ で 使 用 さ れ る 触 媒 活 性 物 質 に つ い て
利 点 が あ る 。 そ れ に も か か わ ら ず 、 フ ィ ル タ 要 素 全 体 お よ び 短 縮 さ れ た 混 合 器 に お い て か
な り 小 さ な 圧 力 損 失 し か 記 録 さ れ な い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 少 な く と も １ つ の 混 合 器 が 耐 熱 材 料 か ら 成 り 被 覆 さ れ て い な い こ と が 提 案 さ れ る
。 耐 熱 材 料 と し て 例 え ば ク ロ ム 含 有 鋼 箔 お よ び ／ ま た は ア ル ミ ニ ウ ム 含 有 鋼 箔 が 使 用 可 能
で あ る 。 こ の 材 料 が 被 覆 さ れ て い な い こ と に よ っ て 、 混 合 器 は ま ず 唯 一 の 主 機 能 を 果 た し
、 つ ま り 、 還 元 剤 と 排 気 ガ ス と の 混 合 作 用 を 果 た し 、 比 較 的 安 価 に 製 造 で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】

10

20

30

40

50

(5) JP 2006-507445 A 2006.3.2



　 そ の 代 わ り に 、 少 な く と も １ つ の 混 合 器 が 耐 熱 材 料 か ら 成 り 、 加 水 分 解 を 促 進 す る 被 覆
を 有 し て い る こ と が 提 案 さ れ る 。 気 化 お よ び 加 水 分 解 を 十 分 に 加 速 し 、 望 ま し く な い 副 生
成 物 の 発 生 を 防 止 す る た め に 、 尿 素 と 接 触 す る あ ら ゆ る 部 品 、 特 に 混 合 器 の 通 路 壁 は 、 微
細 な 無 機 酸 化 物 で 被 覆 さ れ て い る 。 無 機 酸 化 物 は ９ ０ ０ ℃ ま で の 温 度 に お い て 排 気 ガ ス に
耐 え 、 そ の 多 孔 質 構 造 は 数 １ ０ ０ ０ 時 間 の 運 転 に わ た っ て 安 定 を 維 持 す る 。 従 っ て 、 二 酸
化 チ タ ン 、 二 酸 化 け い 素 、 二 酸 化 ジ ル コ ニ ウ ム お よ び ／ ま た は Ｈ － ゼ オ ラ イ ト と 、 酸 化 ア
ル ミ ニ ウ ム と の 混 合 物 が 好 適 に 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 そ の 代 わ り に 、 少 な く と も １ つ の 混 合 器 が 耐 熱 材 料 か ら 成 り 、 選 択 触 媒 反 応 に 適 し た 被
覆 を 有 し て い る こ と が 提 案 さ れ る 。 混 合 器 が 、 加 水 分 解 並 び に 選 択 触 媒 反 応 を 促 進 す る 触
媒 活 性 被 覆 を 有 し て い る と 特 に 有 利 で あ る 。 そ の た め に 特 に 、 Ｈ － ゼ オ ラ イ ト を 含 む 金 属
酸 化 物 混 合 体 が 提 案 さ れ 、 こ れ に よ っ て 、 後 置 接 続 さ れ た Ｓ Ｃ Ｒ 触 媒 コ ン バ ー タ が そ の 容
積 な い し は そ の 触 媒 活 性 表 面 積 に つ い て １ ０ ～ ３ ０ ％ 減 少 さ れ る と い う 利 点 が 生 ず る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の 他 の 実 施 態 様 に お い て 、 少 な く と も １ つ の 混 合 器 が 少 な く と も 部 分 的 に 構 造 化
さ れ た 薄 板 を 有 し 、 こ の 薄 板 は 排 気 ガ ス が 貫 流 で き る 開 い た 通 路 を 形 成 す る よ う に 配 置 さ
れ て い る 。 そ の 「 開 放 形 」 混 合 器 の 形 成 に お い て 基 本 的 に 、 既 に フ ィ ル タ 要 素 に つ い て 上
述 し た の と 同 じ 基 準 が 採 用 さ れ ね ば な ら な い 。 そ の 点 に つ い て は 先 の 説 明 を 参 照 さ れ た い
。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 フ ィ ル タ 要 素 を 利 用 す る 際 に 基 本 的 に そ の 再 生 が 大 き な 問 題 と な る 。 従 っ て 、 還 元 剤 供
給 装 置 の 上 流 に 加 熱 要 素 を 配 置 す る こ と が 提 案 さ れ る 。 そ の 加 熱 要 素 は 、 下 流 に 置 か れ た
フ ィ ル タ 要 素 の 再 生 を 保 証 す る 温 度 に 排 気 ガ ス を 連 続 的 あ る い は 不 連 続 的 に 加 熱 す る 責 務
を 有 し て い る 。 そ の た め に 必 要 な 温 度 は 主 に 使 用 さ れ る 触 媒 被 覆 お よ び ／ ま た は 転 換 す べ
き 粒 子 に 左 右 さ れ る 。 加 熱 要 素 と し て 特 に 電 圧 源 を 備 え た 金 属 ハ ニ カ ム 体 が 適 し て い る 。
こ れ は 大 き な 動 的 負 荷 下 で も 短 時 間 に 排 気 ガ ス を 顕 著 に 温 度 上 昇 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 触 媒 コ ン バ ー タ が 少 な く と も １ つ の 円 錐 状 ハ ニ カ ム 構 造 物 を 有 し て い る こ と が 提
案 さ れ る 。 Ｓ Ｃ Ｒ 触 媒 を 備 え た こ の 触 媒 コ ン バ ー タ は 、 通 常 、 窒 素 酸 化 物 を ほ ぼ 完 全 に 転
換 す る た め に 比 較 的 大 き な 表 面 積 を 必 要 と す る 。 こ の 理 由 か ら 、 触 媒 コ ン バ ー タ を 省 ス ペ
ー ス で 乗 用 車 の エ ン ジ ン 近 く の 範 囲 な い し は 床 下 範 囲 に 配 置 す る こ と が 特 に 重 要 で あ る 。
円 錐 状 ハ ニ カ ム 構 造 物 の 利 用 は 、 排 気 ガ ス 管 の 入 口 短 管 な い し は 出 口 短 管 の 利 用 を 可 能 に
し 、 こ れ に よ っ て 排 気 ガ ス 管 の そ れ ら の 部 分 も 同 様 に 触 媒 反 応 に 活 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の 他 の 実 施 態 様 に お い て 、 還 元 剤 供 給 装 置 の 上 流 に 、 排 気 ガ ス の 酸 化 を 促 進 す る
触 媒 担 体 が 配 置 さ れ 、 こ の 触 媒 担 体 の 後 に 加 熱 要 素 が 接 続 さ れ 、 こ の 加 熱 要 素 が 好 適 に 触
媒 担 体 と 共 に １ つ の 構 造 ユ ニ ッ ト を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 以 下 に お い て 図 を 参 照 し て 本 発 明 に 基 づ く 排 気 ガ ス 浄 化 装 置 の 他 の 詳 細 お よ び 利 点 を 説
明 す る 。 な お 、 図 示 さ れ た 実 施 例 は 特 に 本 発 明 の 優 れ た 構 成 を 示 す 。 本 発 明 は こ の 構 成 に
限 定 さ れ な い 。
　 図 １ は 排 気 ガ ス 浄 化 装 置 の 構 成 を 概 略 的 に 示 し 、
　 図 ２ は 触 媒 担 体 と 加 熱 要 素 と か ら 成 る 構 造 ユ ニ ッ ト を 示 し 、
　 図 ３ は 混 合 器 の ハ ニ カ ム 体 を 概 略 的 に 示 し 、
　 図 ４ は フ ィ ル タ 要 素 の 詳 細 図 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 １ に は 、 自 動 車 用 内 燃 機 関 ２ の 排 気 ガ ス の 有 害 物 質 を 転 換 す る た め の 排 気 ガ ス 浄 化 装
置 １ が 概 略 的 に 示 さ れ て い る 。 図 示 さ れ た 実 施 例 は 転 換 の た め に 使 用 さ れ る 構 成 要 素 の 複
数 の 特 別 な 形 態 を 示 し 、 上 述 し た 利 点 は 個 別 に 実 現 で き る 。 排 気 ガ ス の 流 れ 方 向 ７ に お い
て 、 内 燃 機 関 ２ に ま ず 前 置 触 媒 コ ン バ ー タ １ ７ が 続 き 、 こ の 前 置 触 媒 コ ン バ ー タ １ ７ は 好
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適 に エ ン ジ ン の 後 に 比 較 的 近 く で 接 続 さ れ て い る 。 前 置 触 媒 コ ン バ ー タ １ ７ は 特 に 低 温 始
動 過 程 で 有 害 物 質 の 転 換 を 開 始 す る 機 能 を 果 た す 。 こ れ は 内 燃 機 関 ２ か ら 放 出 さ れ た 排 気
ガ ス が 比 較 的 高 温 で あ る た め に 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 前 置 触 媒 コ ン バ ー タ １ ７ の 後 に 、 触 媒 担 体 １ ６ と 加 熱 要 素 １ ４ と か ら 成 る 構 造 ユ ニ ッ ト
が 接 続 さ れ て い る 。 こ の 構 造 ユ ニ ッ ト は 図 ２ を 参 照 し て 後 述 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 加 熱 要 素 １ ４ の 下 流 で 、 フ ィ ル タ 要 素 ５ の 前 す な わ ち 上 流 で 、 還 元 剤 供 給 装 置 ３ に よ っ
て 、 窒 素 酸 化 物 を 還 元 す る た め の 還 元 剤 、 特 に 固 形 尿 素 が 排 気 ガ ス 管 ６ に 導 入 さ れ る 。 フ
ィ ル タ 要 素 ５ は こ こ で は 多 数 の 円 板 状 の 特 に 金 属 ハ ニ カ ム 体 で 表 さ れ て い る 。 図 示 さ れ た
実 施 例 に お い て 、 フ ィ ル タ 要 素 ５ の 上 流 だ け で な く 、 追 加 的 に フ ィ ル タ 要 素 ５ の 下 流 に も
、 （ 例 え ば 液 状 お よ び ／ ま た は ガ ス 状 の ） 還 元 剤 を 導 入 す る 還 元 剤 供 給 装 置 ３ が 設 け ら れ
て い る 。 還 元 剤 を 加 え ら れ た 排 気 ガ ス は 続 い て 混 合 器 １ １ に 流 入 し 、 こ の 混 合 器 １ １ は 排
気 ガ ス 内 に 還 元 剤 液 滴 な い し は 還 元 剤 粒 子 を 細 か く 分 配 さ せ る 。 そ の よ う に 処 理 さ れ た 排
気 ガ ス は 触 媒 コ ン バ ー タ ４ に 流 入 し 、 こ の 触 媒 コ ン バ ー タ ４ は 排 気 ガ ス 入 口 側 に 円 錐 状 ハ
ニ カ ム 構 造 物 １ ５ を 有 し て い る 。 排 気 ガ ス 内 の 有 害 物 質 は 触 媒 コ ン バ ー タ ４ に よ っ て 転 換
さ れ る 。 こ れ は Ｓ Ｃ Ｒ 法 の 経 路 で 転 換 さ れ る 窒 素 酸 化 物 に 対 し て 特 に 適 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ２ に は 、 触 媒 担 体 １ ６ と 加 熱 要 素 １ ４ と か ら 成 る 構 造 ユ ニ ッ ト が 概 略 的 に 断 面 図 で 示
さ れ て い る 。 そ れ ら の 構 成 要 素 の 配 置 は 、 加 熱 要 素 １ ４ が 排 気 ガ ス の 流 れ 方 向 ７ に 見 て 触
媒 担 体 １ ６ の 後 に 接 続 さ れ て い る よ う に 選 択 さ れ て い る 。 触 媒 担 体 １ ６ は 外 被 管 １ ８ を 有
し 、 こ の 外 被 管 １ ８ の 内 部 に 多 数 の 薄 板 ９ が 配 置 さ れ て い る 。 こ れ ら の 薄 板 ９ は 、 排 気 ガ
ス が 貫 流 で き る 通 路 １ ３ を 形 成 す る よ う に 構 造 化 さ れ 、 お よ び ／ ま た は 互 い に 絡 み 合 わ さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 触 媒 担 体 １ ６ の 下 流 側 端 面 に 加 熱 要 素 １ ４ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 こ の た め に ピ ン １ ９
が 使 わ れ 、 こ の ピ ン １ ９ は 触 媒 担 体 １ ６ の 外 被 管 １ ８ の 外 側 に 設 け ら れ 、 あ る い は 触 媒 担
体 １ ６ の 内 部 範 囲 ま で 延 び て い る 。 加 熱 要 素 １ ４ が 電 気 加 熱 さ れ る こ と に か ら 、 ピ ン １ ９
は 触 媒 担 体 １ ６ と の 電 気 接 触 を 防 止 す る 絶 縁 体 ２ ０ を 設 け ら れ て い る 。 図 示 さ れ た 加 熱 要
素 １ ４ も 同 様 に 排 気 ガ ス が 貫 流 で き る 通 路 １ ３ を 形 成 す る 多 数 の 薄 板 ９ を 有 し 、 こ れ ら の
薄 板 ９ は 好 適 に 、 排 気 ガ ス の 流 れ 方 向 ７ に 対 し て 平 行 に 配 置 さ れ て い る 。 排 気 ガ ス 管 ６ は
給 電 の た め に 接 続 部 ２ １ を 有 し 、 こ の 接 続 部 ２ １ を 通 し て 電 極 ２ ２ が 電 気 絶 縁 し て 貫 通 し
て い る 。 電 極 ２ ２ を 介 し て 加 熱 要 素 １ ４ に 直 流 電 流 あ る い は 交 流 電 流 が 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ３ に は 、 ミ ク ロ 構 造 １ ０ を 有 し ハ ニ カ ム 体 ８ を 形 成 す る 薄 板 ９ の 一 部 が 示 さ れ て い る
。 薄 板 ９ な い し は ハ ニ カ ム 構 造 ８ の そ の よ う な 構 成 は 特 に 混 合 器 １ １ と し て 使 用 で き る 。
ミ ク ロ 構 造 １ ０ は 還 元 剤 と 排 気 ガ ス と の 緊 密 な 混 合 な い し は 混 入 を 保 証 す る 例 え ば 多 数 の
開 口 ２ ３ お よ び 案 内 面 ２ ７ を 有 し て い る 。 薄 板 ９ は 被 覆 １ ２ を 有 し 、 こ の 被 覆 １ ２ は 混 合
器 １ １ の 使 用 目 的 に 応 じ て な い し は 排 気 ガ ス 浄 化 装 置 に お け る そ の 位 置 に 応 じ て 種 々 に 選
択 さ れ る 。 ミ ク ロ 構 造 １ ０ は 主 に 流 れ 方 向 ７ に 流 れ る 排 気 ガ ス な い し は 還 元 剤 が 横 方 向 ２
４ お よ び ／ ま た は 半 径 方 向 ２ ５ に も 転 向 さ れ る よ う に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ４ に は フ ィ ル タ 要 素 ５ の 詳 細 が 示 さ れ て い る 。 こ の フ ィ ル タ 要 素 ５ は 、 排 気 ガ ス が 貫
流 で き る 通 路 １ ３ を 形 成 す る 少 な く と も 部 分 的 に 構 造 化 さ れ た 多 数 の 薄 板 ９ を 有 し て い る
。 排 気 ガ ス は 多 く の 粒 子 ２ ８ を 含 み 、 こ の 粒 子 ２ ８ は 排 気 ガ ス の 流 れ 方 向 ７ に 対 し て ほ ぼ
平 行 な 飛 行 軌 道 ２ ６ に 沿 っ て 飛 翔 す る 。 ミ ク ロ 構 造 １ ０ な い し は 案 内 面 ２ ７ に よ っ て 、 粒
子 ２ ８ が 中 間 板 ２ ９ に 向 け て 転 向 さ れ る 。 中 間 板 ２ ９ は 盲 金 属 板 ９ と し て も 形 成 で き る が
、 こ こ で は 繊 維 ３ ０ か ら 成 る 中 間 板 ２ ９ が 示 さ れ て い る 。 こ の 繊 維 ３ ０ か ら 成 る 中 間 板 ２
９ は 好 適 に 選 択 触 媒 反 応 を 促 進 す る 被 覆 を 有 し て い る 。 中 間 板 ２ ９ が 低 い 多 孔 質 率 （ 約 ５
０ ％ ） を 有 す る と き 、 案 内 面 ２ ７ は 好 適 に 小 さ く さ れ 、 こ れ に よ っ て 、 一 方 で は 排 気 ガ ス
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流 か ら す す （ 煤 ） な い し は 粒 子 ２ ８ が 除 去 さ れ 、 他 方 で は 還 元 剤 － 排 気 ガ ス 混 合 物 が フ ィ
ル タ 要 素 ５ を ほ と ん ど 支 障 な し に 貫 流 す る こ と が 保 証 さ れ る 。 ま た フ ィ ル タ 層 な い し は 繊
維 を 備 え た 中 間 板 ２ ９ を 大 き な 透 過 率 に す る こ と が で き 、 即 ち 特 に ７ ５ ～ ９ ０ ％ の 範 囲 の
多 孔 質 率 に す る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 細 か く 分 散 さ れ た 還 元 剤 微 粒 子 が そ の よ う な 中
間 板 を 通 過 で き 、 な い し は 、 そ こ に 良 好 に 付 着 で き 、 従 っ て 、 被 覆 さ れ た 中 間 板 ２ ９ 自 体
で 、 あ る い は 下 流 に 置 か れ た Ｓ Ｃ Ｒ 触 媒 コ ン バ ー タ に お い て も そ の 触 媒 作 用 を 発 揮 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ こ で 提 案 さ れ た 排 気 ガ ス 浄 化 装 置 は 、 比 較 的 安 価 な 製 造 費 で 特 に 高 い 変 換 率 を 有 す る
点 で 優 れ て い る 。 特 に こ の 構 想 は 既 存 の 排 気 ガ ス 浄 化 装 置 に 容 易 に 組 み 入 れ る こ と が で き
る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 図 １ 】 排 気 ガ ス 浄 化 装 置 の 概 略 構 成 図
【 図 ２ 】 触 媒 担 体 と 加 熱 要 素 と か ら 成 る 構 造 ユ ニ ッ ト の 断 面 図
【 図 ３ 】 混 合 器 の ハ ニ カ ム 体 の 部 分 斜 視 図
【 図 ４ 】 フ ィ ル タ 要 素 の 詳 細 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 １ 　 　 排 気 ガ ス 浄 化 装 置
　 ２ 　 　 内 燃 機 関
　 ３ 　 　 還 元 剤 供 給 装 置
　 ４ 　 　 触 媒 コ ン バ ー タ
　 ５ 　 　 フ ィ ル タ 要 素
　 ６ 　 　 排 気 ガ ス 管
　 ７ 　 　 流 れ 方 向
　 ８ 　 　 ハ ニ カ ム 体
　 ９ 　 　 薄 板
１ ０ 　 　 ミ ク ロ 構 造
１ １ 　 　 混 合 器
１ ２ 　 　 被 覆
１ ３ 　 　 通 路
１ ４ 　 　 加 熱 要 素
１ ５ 　 　 ハ ニ カ ム 構 造 物
１ ６ 　 　 触 媒 担 体
１ ７ 　 　 前 置 触 媒 コ ン バ ー タ
１ ８ 　 　 外 被 管
１ ９ 　 　 ピ ン
２ ０ 　 　 絶 縁 体
２ １ 　 　 接 続 部
２ ２ 　 　 電 極
２ ３ 　 　 開 口
２ ４ 　 　 横 方 向
２ ５ 　 　 半 径 方 向
２ ６ 　 　 飛 行 軌 道
２ ７ 　 　 案 内 面
２ ８ 　 　 粒 子
２ ９ 　 　 中 間 板
３ ０ 　 　 繊 維
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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